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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

平成25年度「皆水洗化」を目指し、当該年度目標が達成出来普及率の向上が図られた。

改革改善

の考え方

①問題

点

先行き不透明な経済状況の中で皆水洗化に向け経済的・効率的な管渠の整備をいかに行うか。

②改革

提案

関係機関等との協議を密に行い管渠の埋設深さ位置等を更に検討し経済的・効率的な事業実施を行う。

1,000

総事業費①+② 211,971 158,850 168,530

人件費計（千円）② 0 29,683

187,800

正規職員所要時間 8,000

臨時職員所要時間

一般財源 5,071 4,950 7,147

その他 10,400 28,800 6,600

起債 196,500 125,100 125,100

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 211,971 158,850 138,847 187,800 〔24特定財源〕

（起）下水道事業債（充当率95％）

（そ）受益者負担金

〔25特定財源〕

（起）下水道事業債（充当率95％）

（そ）受益者負担金

25年度予算額 特定財源内訳、補足

23,300

138,000

26,500

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　単独事業（起債）　　　　　　　　イオン西工区　　　外14カ所 １　施工線路延長 １　Ｌ＝1,513ｍ

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

　公共下水道飯田処理区域内（飯田、上郷、伊賀良、鼎、松尾、座光寺、川路及び竜丘駄科の一部）の下水道未普及地区に新たに下水道

管を布設し、各戸への公共桝設置工事を行う。

　（工事に伴う補償費、測量試験費、原材料費、事務費を含む）

・事業認可処理人口　　　75,730人

・事業認可区域面積　　　　2,744ha

・計画管渠延長　　　　　　約500Km

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

飯田処理区の下水道普及率（％）

（普及人口）／(区域内居住人口）

99.2 99.3 100 100

75771 75548 75730

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

処理区域内の下水道普及人口（人） 75880

28年度見込み

処理区域内居住人口（人） 76290

意図（どういう状態

にするか）

下水道の普及率を向上させる。

向上させたい上位施

策の成果指標

居住基盤の満足度%

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を）

公共下水道処理区域内（飯田、上郷、伊賀良、鼎、松

尾、座光寺、川路及び竜丘駄科の一部A=2,744ha）の市

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 45 居住基盤の向上

基本計画上

の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

課等名 下水道課 係等名 下水道整備係

事業種別 政策 開始 終了 25

事務事業名

会計 下水道

公共下水道事業(単独)

45 事業№ 18 3平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 4 施策№


